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３.開催報告 
平成 30年 6月 17日、晴天のもと、予定通り実施された。学生は当日朝、自らウコギご飯を調理、
持参して参加者に配り、米沢の食文化についての説明も行った。 
参加した学生の感想は有意義な日を過ごすことが出来た等、非常に良い反応であった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
写真 2 当日の様子 
 
イベント主催の米沢観光コンベンション協会より、本学学生の受付でのお客様の対応、道中で
の参加者とのコミュニケーション、ガイド、試食での協力等、最初から最後まで、とても一生懸
命であったことに感謝の言葉をいただいた。併せて、米沢栄養大学の学生が、米沢の伝統食材で
あり、栄養価が高く、現代の食生活にも適したうこぎをご紹介するというのが米沢が PR したい
ストーリとしても良い素材であり、米沢の観光にとっても、大変良い印象であったと評価をいた
だいた。 
また、米沢駅からは、参加者は米沢街歩きのリピーターが多く、学生にとっては反対に教わる
ことも多かったようだが、学校を離れ自分たちより年配の方達と交流が出来良い経験だったので
はないかと思うという感想をいただいた。今回「ウコギご飯」を担当して頂いたことも良かった
とのこと。米沢駅から米沢栄養大学までの道路からちょっと脇道に入ったスポットをコースに組
み入れ、途中でウコギ料理や鯉料理の試食などを用意し、学生には参加者と一緒になって、米沢
の歴史や食文化など楽しんでいただけたのではないかということであった。 
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１．はじめに 
米沢市・川西町の魅力（食品・産業製品・伝統文化
など）を発信し、人と人、人と地域、地域と地域を結
ぶ機会を提供する目的で、第 51 回山形ブロック大会米
沢大会「おしょうしなマルシェ」（図 1）が伝国の杜前
広場にて開催された。  
本学は、ブース出店により協力した。これまでに地
域連携事業で学生達が中心に取り組んだ成果品である
「夏野菜たっぷりエスニック風 夏の適塩弁当」（平成
30 年度事業）の販売、「山形県立米沢栄養大生が勧め
る米沢牛レシピ」（平成 26 年度事業）及び「おきたま
の農村レストランガイドブック 2016」（平成 28 年度
OLFC 事業）の配布を行った。  
図 1. おしょうしなマルシェのチラシ  
 
２．活動状況 
5 期生の石川創平さん、松下実加紗さんが販売・配
布を担当した。「夏野菜たっぷりエスニック風 夏の適
塩弁当」（2 期生の駒津萌美さん考案）は予定販売数 70
個を順調に売れ行き、急遽 5 個を追加手配、計 75 個を
早々に完売した。「山形県立米沢栄養大生が勧める米沢
牛レシピ」は 75 部、「おきたまの農村レストランガイ
ドブック 2016」は 30 部配布した。  
当日は、『昼ドキ！TV やまがたチョイす』（さくらん
ぼ TV）の生中継取材で紹介いただいた。また、後日、   
『螢雪時代 2018 年 10 月号』（p.156、旺文社）で紹介い
ただいた。  
 
 
 
 
図 2. 当日の様子  
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